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1. 繊維製品の厚さ方向の圧縮弾性は，織物の風合に

関係する１つの重要な因子であると考えられている。カ

ーペ ットやタオルなどのパイル織物がその最 もよい 例で

ある。こ こでは各種繊維製品の厚さ方向の圧縮弾性を，

布面上をローラを転動させる方法に よって測定 するこ と

を試みた。

2. まず水平面上に試料を置 き，この試料 上に 高さｈ

の斜面から初速 Ｏでロ ーラをころがしロ ーラが試料上で

停止 するまでの距離 λを測定 する。

布の厚さ方向の ヤング率Ｅは，つぎのLarrick の式 に

よって算出で きる。

E ＝0. 3184XWr/12b

ここにＷ：ロ ーラの重 量，b ：ローラの長さ

ｒ ：ロ ーラの半径，1 : hr/λ

3. 以上 の方法 によって求 めた布 の厚さ方向の ヤング

率 は， 綿ブ ロード2.3 ×lOVc ㎡, 毛 ア クリル 混 紡 サ ー

ジ2.1 ×10<g/cが 不織布1.1 ×10Vc ㎡ ，カ ーペ ッ ト

4.0×102g/cm2 程度であった。


